
（中居谷）沖浦賢嗣さんとムササビのムーちゃん
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〇あなたの声から始める町づくり

021世紀の安定した生活甚盤づくり

〇やさしさと思いやりのある町政 7
 

月

2 2 ゚

今
月
号
の
主
な
内
容

●町報
・市町村合併アンケート結果…………… 2
・健康行きバスアンケート結果………… 3
•山鳥坂ダム建設分水計画見直し案の
住民説明会・・..................................4 

• 町議会 6月定例会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..6 

●社協だより
•町内グランドゴルフ大会·・・・..…••..・・・・・ 13

●森林組合だより
•土地（財産）台帳を作りませんか………14

●公民館報
•町内l ヽレーボール大会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •16

町民の動き

人口… 3,176人(-12)

男… 1,530人(- 6) 

女… 1,646人(-6) 

世帯数
…1,076世帯(- 6) 

（平成13年6月30日現在）

伐
採
し
た
木
の
穴
の
中
に
い
た
ム
サ
サ
ビ
の
赤
ち
ゃ
ん
は
、
木
が
側
れ

た
と
き
の
シ
ョ
ッ
ク
で
鼻
か
ら
血
を
流
し
て
い
ま
し
た
。
親
か
ら
突
然
引

き
離
さ
れ
た
不
安
と
怪
我
の
痛
み
か
ら
か
、
初
め
の
う
ち
は
な
つ
か
な
か

っ
た
そ
う
で
す
が
、
沖
浦
さ
ん
夫
妻
の
愛
情
を

一
身
に
受
け
て
ト
ラ
ウ
マ

（
精
神
的
外
傷
）
も
ほ
ぐ
さ
れ
、
今
で
は
す
っ
か
り
「
甘
え
っ
子
」
に

。

い

の

ち

「
生
命
が
粗
末
に
扱
わ
れ
る
こ
と
の
多
い
世
情
の
な
か
で
、
あ
ら
ゆ
る

い

の

ち

生
命
が
尊
重
さ
れ
、
慈
し
ま
れ
る
世
の
中
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
沖
浦
さ

ん
は
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

吃心
，，しこやさ
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肱Ill町の未来についてのアンケート結果について
（市町村合併問題）

5月に行いました、アンケート結果の集計が終わりましたので、お知らせします。

配布数2,870に対して回答数1,959で回収率は68.3％でした。

問1 これまで、あなたは市町村合併につ Iア 考えたことがある

いて考えたことがありますか。 イ 考えたことがない

ァ 必要である

問2 肱川町は、合併をする必要があると
イ どちらかといえば必要

思いますか。
ウ 必要ない

工 どちらかといえば必要ない

オ わからない

問3 合併する場合、どのような形が望ま
ア 大洲市と喜多郡

| 
イ 喜多郡 5町村

しいと思いますか。
ウ その他

ア 積極的に進めるべき

問4 肱川町には、今後合併に対してどの イ 急ぐことはないが、検討すべき

ように対応してほしいですか。 ウ 反対をすべき

工 その他

ア 広報、常会等で重点的に

問5 合併問題について、肱川町にどのよ イ 地区へ出向いて説明会

うにしてほしいですか。 ウ 特に何もしなくて良い

工 その他

【アンケートに表れた特徴】

45.9% 

51.7% 

13.9% 

23.5% 

24.3% 

13.8% 

24.0% 

30.5% 

8.9% 

1.2% 

10.1% 

56.0% 

19.1% 

4.8% 

27.8% 

45.5% 

21.3% 

3.6% 

l 問 2において、合併は必要と考える人と必要ないと考える人との割合は、それぞれ約38％と

同比率となっています。

2 問4において、検討をすべきとの回答が半数以上であり、賛成、反対を含めて重要な問題で

ある と考えている人が多いことを示しています。

3 問 5においては、この問題の情報提供を積極的に行う必要があることを示しています。

【今後の取組み】

一般住民で構成する合併問題検討100人委員会、町議会議員による検討委員会及び町職員による

検討委員会により、勉強会を進めていきます。

「健康行きバス」のアンケー・ート結果について
「健康行きバス」のアンケー ト結果が次のとおり集計できましたのでお知らせします。

5月16日に老人クラブの役員を通じて 「健康行きバス」のアンケ ー トを65歳以上の人を対象に配

布し、 5月末に回収しました。

回収率は、 81.6％でした。回収率がこのようになったのは、家族の中に該当する人が 2人以上いる

場合に、代表 して 1人が回答されていることが大きな要因です。回答して下さった皆さん、ご協力

ありがとうございました。

次にアンケー トの集計結果について概要をお知らせ します。

問 lにおいて、毎週利用したいと月に 1回から 2回利用したいを合計すると、 262人となり 33％の

人が利用したいと回答されています。

2001.7 I 2 



問 2において、自宅と自宅付近を合計すると308人となり 61％の人が自宅、又は自宅付近を希望さ

れています。

問 3において、自分一人でいけるという人がほとんどで87％でした。なお車いすを利用したいと

回答された人が 5人います。

問 4において、病院への通院が最も多く、次いで日用品、食料品の買い物、温泉への人浴の順でした。

健康づくり課では現在、アンケートをもとに運行経路を計画中ですが、基本的には、町内を 5地

区に分けてそれぞれ週 1回運行する予定です。

運行開始はできるだけ早くしたいと考えており、今後、車種の決定、町条例の制定、運行方法等

について検討し、秋には運行開始する予定で進めております。

「健康行きバス」アンケ一ート集計表（総計）
問 1 あなたは、「健康行きバス」を利用されますか？

① 毎週利用したい。 73人 (9.1%)

② 月に 1回～ 2回利用したい。 189人 (23.5%)

③ 定期的には利用しないが、必要により利用したい。 275人 (34.1%)

④ 自家用車等があるので現在のところ利用しない。 254人 (31.6%)

⑤ 上記の質問以外の回答 14人 (1.7%)

※ここからは問 1で①②③に〇印をつけた方のみにおたずねします。

問 2 あなたの乗車・降車希望場所はどこですか？

① 自宅

② 自宅付近

③ 集会所

④ バス停留所

⑤ 最寄りの小学校

⑤ 小薮温泉

⑦ かわかみ荘付近

⑧ 肱流苑

問 3 あなたは、乗車場所まで、自分一人で行けますか？

① 自分一人で行ける。

② 家まで迎えにきてもらいたい。

③ 家族が付き添うので、介添えはいらない。

④ 車イスを利用したい。

問 4 あなたの「健康行きバス」利用目的は主に何ですか？

① 病院への通院

② 日用品・食料品の買い物

③ 温泉への人浴

④ その他

この他に下記のような意見がありました。

※ 現在の所は必要ないが、ぜひ運行していただきたい。

135人 (26.7%)

173人 (34.2%)

58人 (11.5%)

118人 (23.4%)

4人 (0.8%)

5人 (1.0%)

6人 (1.2%)

6人 (1.2%)

460人 (87.3%)

48人 (9.1%)

14人 (2.7%)

5人 (0.9%)

380人 (55.9%)

164人 (24.2%)

36人 (5.3%)

99人 (14.6%)

※ バスは乗り降りが大変なので、できればバスより、ハイヤー券を出してほしい。

※ 車の運転ができなくなったとき利用したい。

※ 老人福祉無料人浴（鹿野川荘等）が実施されれば、利用したい。

※ 将来は週一回くらい、大洲まで行ってもらいたい。

※ 時間どおり行けないので、タクシー代の半分くらいの補助金を出してもらった方がよい。

※ 必要性に応じて利用したい。

※ 寝たきりのため利用できない。

※ 肱川町営バスがあるのに健康バスを出すのは二重になるのでは。

県道までのバスなら週 2回ほど町内を二地区に分けて運行したらよい。

※ 利用したいが河辺村営バスがあるため現在のところ必要ない。
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～肱川流域の課題解決を最優先～
山鳥坂ダムの計画見偵 し案を提示

6/28 

4 4 

岩谷地区での説明会

5
月
17
日
、
大

洲
市
役
所
大
ホ
ー

ル
で
開
か
れ
た
山

鳥
坂
ダ
ム
（
建
設

分
水
）
対
策
協
議

会
理
事
会
で
「
山

鳥
坂
ダ
ム
建
設
分

水
基
本
計
画
の
見

直
し
案
」
が
国
土

交
通
省
か
ら
提
示

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
理
事
会
に

は
、
肱
川
流
域
自

治
体
の
首
長
や
議

長
ら
関
係
者
約
30

人
が
出
席
し
、
国

土
交
通
省
四
国
地

方
整
備
局
の
佐
藤

直
良
河
川
部
長
か

ら
見
直
し
案
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
国
土

交
通
省
か
ら
提
示

さ
れ
た
見
直
し
案

の
概
要
と
肱
川
町

が
岩
谷
公
民
館

(
6
月
28
日
）
と

．
肱
川
町
公
民
館

(
7
月
2
日
）
で

開
催
し
た
山
鳥
坂
ダ
ム
見
直
し
案

住
民
説
明
会
で
の
質
問
や
意
見
を

紹
介
し
ま
す
。

【
岩
谷
地
区
説
明
会
】

久
保
田
町
長
は
あ
い
さ
つ
で

「
下
流
域
の
大
洲
市
、
長
浜
町
で

は
市
民
団
体
に
よ
る
ダ
ム
建
設
分

水
に
対
す
る
反
対
運
動
が
活
発
化

し
て
い
る
が
、
最
終
的
に
は
行
政

と
議
会
が
良
識
的
な
判
断
を
い
た

だ
く
も
の
と
信
じ
て
い
る
。
今
は

下
流
域
よ
り
受
益
者
側
の
中
予
地

区
の
動
向
が
気
が
か
り
だ
。
山
鳥

坂
ダ
ム
は
今
、
重
大
な
局
面
を
迎

え
て
い
る
が
肱
川
町
と
し
て
は
、

ダ
ム
建
設
着
工
が
で
き
る
よ
う
誠

心
誠
意
努
力
し
た
い
。
」
と
述
べ

ま
し
た
。

そ
の
後
、
国
土
交
通
省
山
鳥
坂

ダ
ム
工
事
事
務
所
の
竹
島
和
司
所

長
か
ら
見
直
し
案
の
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
質
疑
で
は
、
ダ
ム
水
没

予
定
地
で
あ
る
た
め
、
ダ
ム
建
設

受
入
れ
か
ら
10
年
が
経
過
し
て
も

ダ
ム
事
業
が
進
展
し
な
い
こ
と
に

対
す
る
い
ら
だ
ち
と
不
満
の
声
が

あ
が
り
ま
し
た
。

面
席
者
か
ら
の
質
疑
]

0
下
流
域
に
は
反
対
者
も
い
る
が

肱
川
の
洪
水
を
防
ぐ
に
は
山
鳥

坂
ダ
ム
の
建
設
が
必
要
。
既
存

の
鹿
野
川
ダ
ム
、
野
村
ダ
ム
、

山
鳥
坂
ダ
ム
の

3
つ
の
ダ
ム
で

洪
水
の
調
整
を
す
れ
ば
、
よ
ほ

ど
の
大
雨
が
降
ら
な
い
限
り
洪

水
は
防
げ
る
。

0
水
は
生
命
の
源
で
あ
り
、
人
道

的
に
も
中
予
分
水
は
す
べ
き
だ
。

〇
予
備
調
査
か
ら
20
年
、
建
設
受

入
れ
か
ら
10
年
に
な
る
が
、
い

ま
だ
ダ
ム
建
設
事
業
の
目
途
は

立
っ
て
い
な
い
。
水
没
予
定
者

や
地
権
者
は
ま
す
ま
す
高
齢
化

が
進
む
中
で
、
生
活
設
計
も
立

て
ら
れ
な
い
。
ダ
ム
は
や
る
の

か
や
ら
な
い
の
か
、
と
に
か
く

は
っ
き
り
し
て
ほ
し
い
。

0
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
は
、
そ
も
そ

も
松
山
市
へ
の
分
水
が
目
的
で

始
ま
っ
た
も
の
。
今
に
な
っ
て

水
道
料
金
が
高
く
な
る
か
ら
水

は
要
ら
な
い
で
は
済
ま
さ
れ
な

‘°
 

し
0
本
日
の
会
に
受
益
者
側
が
出
席

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

0
愛
媛
県
は
、
ダ
ム
建
設
は
国
土

交
通
省
、
分
水
の
こ
と
は
松
山

市
だ
と
思
っ
て
い
る
。
今
ま
で

受
益
者
に
対
し
て
の
働
き
か
け

や
助
言
は
さ
れ
た
の
か
。

0
最
近
の
ダ
ム
に
関
す
る
新
聞
報

道
等
を
見
る
と
反
対
派
の
意
見

が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
。
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
は
も
っ

と
全
体
の
状
況
を
見
て
公

正
な
報
道
を
す
べ
き
だ
。

0
も
し
ダ
ム
事
業
が
中
止
に

な
れ
ば
、
国
に
対
し
て
損

害
賠
償
を
請
求
す
る
。

【
町
全
体
説
明
会
】

面
席
者
か
ら
の
質
疑
]

0
自
然
環
境
や
河
川
環
境
を

破
壊
す
る
ダ
ム
を
巨
額
を

投
じ
て
な
ぜ
造
る
必
要
が

あ
る
の
か
。
ア
メ
リ
カ
で

は
既
存
の
ダ
ム
を
取
り
壊

し
て
い
る
。

〇
流
域
面
積
の

5
％
し
か
な

い
ダ
ム
で
は
流
域
の
洪
水

調
節
は
で
き
な
い
。

0
鹿
野
川
ダ
ム
の
管
理
と
洪

水
調
節
効
果
に
つ
い
て

0
ダ
ム
付
け
替
え
道
路
は
地
域
住

民
の
意
見
を
聞
き
入
れ
ず
、

一

方
的
に
ル
ー
ト
を
決
定
さ
れ
た

の
で
納
得
が
い
か
な
い
。

0
ダ
ム
事
業
が
中
止
に
な
っ
た
場

合
は
、
町
が
責
任
を
持
っ
て

国

・
県
に
対
し
水
没
予
定
者
の

損
害
賠
償
を
請
求
す
べ
き
。

0
ダ
ム
が
出
来
た
場
合
ど
の
よ
う

な
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
の
か
。

0
ダ
ム
建
設
後
の
町
づ
く
り
計
画

は
出
来
て
い
る
の
か
。

0
国
は
新
規
ダ
ム
を
造
ら
な
い
方

針
を
出
し
て
い
る
が
そ
の
見
解

は
。

0
以
前
は
鹿
野
川
ダ
ム
で
魚
が
よ

＜
釣
れ
て
い
た
が
今
で
は
釣
れ

な
く
な
っ
た
。
そ
の
原
因
は
ダ

ム
の
水
質
が
悪
く
な
っ
た
せ
い

で
は
な
い
か
。

0
今
後
ダ
ム
を
含
め
た
河
川
環
境

の
整
備
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
。

0
松
山
市
へ
の
分
水
と
下
流
域
の

洪
水
調
節
の
た
め
に
山
鳥
坂
ダ

ム
建
設
が
必
要
に
な
っ
た
。
受

益
者
側
や
下
流
域
住
民
は
水
没

地
域
住
民
の
気
持
ち
を
理
解
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

0
最
近
の
マ
ス
コ
ミ
報
道
を
見
て

い
る
と
、
ダ
ム
反
対
の
意
見
ば

か
り
が
目
立
っ
て
い
る
。
な
ぜ

ダ
ム
の
必
要
性
を
強
く
ア
ピ
ー

ル
し
な
い
の
か
。

【
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

現
在
流
域
各
市
町
村
の
各
地
で

見
直
し
案
の
説
明
会
が
開
催
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
国
土
交
通
省
は
今

年
の

7
月
末
ま
で
に
流
域
の
意
見

を
集
約
し
て
ほ
し
い
と
要
請
し
て

、
ま
し
た
が
理
事
会
で
協
議
し
た

結
果
、
流
域
の
意
見
集
約
は
8
月

以
降
に
な
る
と
の
結
論
に
な
り
ま

し
た
。

こ
の
た
め
、
山
鳥
坂
ダ
ム
（
建
設

分
水
）
対
策
協
議
会
総
会
で
、
流
域

全
体
の
意
見
が
集
約
さ
れ
、
最
終

決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 7/2 肱川町公民館での説明会
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見直し案にあたっての基本的な考え方

1 肱川最優先の計画とします。
． 肱川の治水、河川環境及び水利用を優先 します。

2 肱川の諸問題の解決を図ります。
． 洪水対策の充実を図ります。
• 平常時はダムがない自然の流れの復活を目指します。
． 肱川らしい川づくり を進めます。

3 既設ダムも含めた最も効率的な運用を図ります。
・ 鹿野川ダム、山鳥坂ダム建設を一体として取り扱います。
・ 運用は、野村ダム も含めて 3ダム統合の一元的な管理を行います。

肱川の安全安心の確保のために

1
2
3

4
5
 

ダムと河川改修により、 治水安全度の向上を図ります。
ダムは最大限の洪水調節効果を発揮させます。
鹿野川ダムは、すべて肱川の洪水調節、下流の流況改善のためにつかいます。
山鳥坂ダムは、ゲート調節方式に変更します。
3ダムは一元的な管理を行います。

肱川 の 河川環境 の た め に

1
2

3

 

②
③
 

ダムがない自然の流れの復活 を目指します。
過去で最も良かった頃の水質 を目指します。
過去、最も流量が少なかった時と同様の時にも、 河川環境に大きな影響が出ない状
況を目指します。
具体的には、

① 鹿野川ダムの発電容量 ・死水容量を廃止し、肱川の洪水調節、下流部の流況改善
を図ります。
貯留制限の設定により、ダムがない自然流況の復元を図ります。
現状の渇水流量に対して倍近くの流量の確保を目指します。
また、過去、最も流量が少なかった時と同様の時にも、河川環境に大きな影響が
出ない状況を目指します。

河 川 環 境保全等 ヘの 配慮

1 人や動物にやさしい川づくり を目指します。
・ 多様で貴重な肱川の生態系を保全しつつ、事業を進めていきます。

2 沿川域の環境に配慮した川づくり を進めます。

ダ ．
ム の 余 力 に っ し‘ て

肱川の治水、河川環境、利水を優先 します。
その上で余力が生じればその範囲内において中予分水する考え方です。
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月 定 例会

第
三
一
四
回
肱
川
町
議
会
六
月
定
例
会
が
、
六
月
二

十
六
日
、
二
十
七
日
の
二
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
町

長
か
ら
提
案
さ
れ
た
専
決
処
分
六
件
、
報
告
五
件
、
議

案
十
二
件
が
上
程
さ
れ
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案

ど
お
り
承
認
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、

「
議
員
提
出
の
道
路
特
定
財
源
制
度
に
関
す

る
意
見
書」

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
議
決
さ
れ
た
主
な
も
の
は
、
条
例
の
一
部
改
正

の
他
、
道
の
駅
株
式
会
社

「
清
流

の

里

ひ

じ

か

わ

」

出
資
金
一
千
百
万
円
、
道
の
駅
駐
車
場
等
関
連
事
業
費

三
千
七
十
一
万
四
千
円
、
公
民
館
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置

工
事
等
三
千
三
百
五
十
四
万
一
千
円
等
。

一
般
質
問
は
、
三
人
の
議
員
か
ら
五
項
目
に
渡
っ
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

情
報
公
開
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

二
宮
秀
一
議
員

肱
川
町
に
住
ん
で
お
ら
れ
る

方
々
に
と
り
ま
し
て
肱
川
町
行
政

が
ど
の
よ
う
な
施
策
を
考
え
、
ど

の
方
向
に
進
ん
で
い
る
の
か
、
ま

た
、
財
政
面
に
お
い
て
も
い
く
ら

く
ら
い

の
自
主
財
源
が
あ
り
、
い

く
ら
く
ら
い
の
国
、
ま
た
、
県
か

ら
の
起
債
を
使
っ
て
い
る
の
か
、

ま
た
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
使
っ

て
い
る
の
か
を
知
り
た
い
と
考
え

て
お
ら
れ
る
方
々
が
増
え
て
い
ま

す
。行

政
が
保
有
す
る
情
報
は
住
民

の
共
有
の
財
産
で
あ
り
住
民
の
知

る
権
利
を
尊
重
す
る
こ
と
を
踏
ま

え
て
情
報
公
開
の
総
合
的
推
進
を

行
う
こ
と
が
行
政
の
説
明
す
る
責

務
の
履
行
に
な
る
と
と
も
に
住
民

の
行
政
へ
の
参
加
を
促
進
し
、
公

正
で
開
か
れ
た
行
政
の
発
展
に
寄

与
す
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
の
で
是
非
と
も
情
報
公
開
条
例

の
制
定
を
す
る
べ
き
だ
と
考
え
ま

す
が
町
長
に
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

〔
町
長
〕

情
報
公
開
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
で
あ
リ
ま
す
が
ご
意
見
の
と
お

リ
、
地
域
住
民
に
行
政
に
関
す
る

様
々
な
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
は

私
の
基
本
理
念
で
あ
リ
ま
す
。

健
康
行
き
バ
ス
に
つ
い
て
お
尋

ね
い
た
し
ま
す
。
二
月
に
行
わ
れ

ま
し
た
町
長
選
挙
の
折
り
、
久
保

田
町
長
は
町
内
各
地
を
回
ら
れ
、

お
年
寄
り
の
方
々
の
足
の
確
保
が

是
非
必
要
だ
と
い
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。

久
保
田
町
長
が
肱
川
町
に
住
ん

で
い
て
良
か
っ
た
と
い
え
る
町
づ

く
り
の
一
っ
と
し
て
打
出
さ
れ
て

お
ら
れ
ま
す
、
お
年
寄
り
の
た
め

の
健
康
行
き
バ
ス
に
つ
い
て
お
尋

ね
い
た
し
ま
す
。
先
日
健
康
行
き

バ
ス
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

配
布
さ
れ
ま
し
た
が
そ
の
結
果
は

ど
う
で
あ
っ
た
か
、
ま
た
、
い
つ

か
ら
、
週
に
何
台
く
ら
い
町
内
の

ど
の
地
域
に
バ
ス
を
運
行
さ
れ
る

の
か
、
鹿
野
川
荘
や
保
養
セ
ン
タ

ー
の
入
浴
も
考
え
て
お
ら
れ
ま
す

健
康
行
き
バ
ス
に
つ

い
て

あ
な
た
の
声
か
ら
始
め
る
ま
ち

づ
く
リ
、
優
し
さ
と
思
い
や
リ
の

あ
る
町
政
、
二
十
一
世
紀
の
安
定

し
た
生
活
基
盤
づ
く
リ
の
町
政
を

推
進
す
る
上
で
大
き
な
意
味
を
持

ち
且
つ
重
要
な
こ
と
と
認
識
を
い

た
し
て
お
リ
ま
す
。
そ
の
様
な
視

点
で
平
成
十
四
年
四
月
よ
リ
施
行

を
目
指
し
て
作
業
を
進
め
た
い
と

考
乙
て
お
リ
ま
す
。

そ
れ
に
関
す
る
予
算
化
に
つ
い

て
は
、
九
月
議
会
に
提
案
を
い
た

し
た
い
と
思
っ
て
お
リ
ま
す
。
な

お
、
合
わ
せ
ま
し
て
借
人
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
保
護
条
例
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

リ
ま
す
。

が
、
他
の
市
町
村
の
よ
う
に
六
十

五
歳
以
上
の
方
々
に
な
ん
ら
か
の

補
助
を
考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
、

ま
た
、
現
在
運
行
さ
れ
て
い
る
町

営
バ
ス
と
の
兼
合
い
は
ど
う
さ
れ

る
の
か
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

〔
町
長
〕

ご
承
知
の
よ
う
に
五
月
十
六
巳

に
老
人
ク
ラ
ブ
の
役
負
の
皆
様
を

適
じ
て
健
康
行
き
バ
ス
の
ア
ン
ケ

ー
ト
を
六
十
五
歳
以
上
の
方
を
対

象
に
配
布
を
い
た
し
ま
し
て
五
月

末
に
回
収
を
い
た
し
ま
し
た
。
回

収
率
は
ハ

一
・
六
％
で
し
た
。
回

収
率
が
こ
の
よ
う
に
な
リ
ま
し
た

の
は
家
族
に
該
当
す
る
方
が
二
人

以
上
の
場
合
に
代
表
し
て
一
人
の

方
が
回
答
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

大
き
な
要
因
だ
と
思
っ
て
お
り
ま

す。
次
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
集
計
い

た
し
ま
し
た
結
果
に
つ
い
て
概
要

の
み
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。
あ

な
た
は
健
康
行
き
バ
ス
を
利
用
さ

れ
ま
す
か
の
周
い
に
対
し
て
、
毎

週
利
用
し
た
い
方
が
七
十
ー
ニ
人
、

月
に
一
回
か
ら
二
回
利
用
し
た
い

方
が
百
八
十
九
人
で
し
た
。
こ
れ

ら
を
合
計
し
ま
す
と
二
百
穴
十
二

人
と
な
リ
三
三
％
の
方
が
利
用
し

た
い
と
回
答
さ
れ
て
い
ま
す
。
次

に
、
あ
な
た
の
乗
車
、
降
車
希
望

場
所
は
ど
こ
で
す
か
の
思
い
に
自

宅
と
い
う
人
が
百
三
十
五
人
、
自

宅
付
近
が
百
七
十
三
人
で
す
。
こ

れ
ら
を
合
計
し
ま
す
と
―
二
百
八
人

と
な
リ
六
一
％
の
方
達
が
自
宅
、

ま
た
は
、
自
宅
付
近
を
希
望
さ
れ

て
お
リ
ま
す
。
次
に
、
あ
な
た
は

乗
車
場
所
ま
で
自
分
一
人
で
行
け

ま
す
か
の
周
い
に
自
分
一
人
で
行
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け
ま
す
と
い
う
方
が
殆
ど
で
四
百

六
十
人
で
八
七
％
で
し
た
。
な
お
、

五
人
の
方
に
つ
い
て
は
車
椅
子
を

利
用
し
た
い
と
回
答
さ
れ
ま
し

た
。
あ
な
た
の
健
康
行
き
バ
ス
の

利
用
目
的
は
主
に
な
ん
で
す
か
の

思
い
に
対
し
ま
し
て
病
院
へ
の
逹

院
が
最
も
多
く
―
二
百
八
十
人
、
次

い
で
、
日
用
品
、
食
料
品
の
買
い

物
が
百
六
十
四
人
、
温
泉
へ
の
入

浴
三
十
六
人
、
そ
の
他
が
九
十
九

人
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
に
、
い

つ
か
ら
、
週
に
何
回
、
ど
の
地
域

に
バ
ス
を
運
行
さ
れ
る
か
の
質
周

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
現
在
健
康
づ

く
リ
課
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
に
運

行
経
路
を
計
画
中
で
ご
ざ
い
ま

す
。
基
本
的
に
は
町
内
を
五
つ
の

地
区
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
週
・一

回
運
行
す
る
考
え
で
お
リ
ま
す
。

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
毎
日
運

行
し
た
い
と
思
っ
て
お
リ
ま
す
。

公
民
館
単
位
に
な
る
か
ど
う
か

は
、
今
の
段
階
で
は
分
か
っ
て
お

リ
ま
せ
ん
が
地
域
性
を
考
え
ま

す
。
い
つ
か
ら
運
行
を
開
始
す
る

の
か
と
の
質
周
で
ご
ざ
い
ま
す

が
出
来
る
だ
け
早
く
開
始
を
い

た
し
た
い
と
考
己
て
お
リ
ま
す
。

今
後
、
車
種
の
決
定
、
町
条
例
の

制
定
、
運
用
方
法
等
に
つ
い
て
検

討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

多
い
た
め
時
期
に
つ
い
て
は
、
は

つ
き
リ
甲
確
に
は
お
答
え
出
来
ま

せ
ん
が
、
秋
に
は
運
行
を
開
始
す

る
予
定
で
進
め
て
お
リ
ま
す
。
次

に
、
鹿
野
川
荘
、
保
養
セ
ン
タ
ー

で
の
入
浴
の
補
助
に
つ
い
て
で
す

が
六
十
五
歳
以
上
の
方
々
に
つ
き

ま
し
て
は
、
前
向
き
に
検
討
い
た

し
た
い
と
思
っ
て
お
リ
ま
す
。
最

後
に
、
現
在
運
行
さ
れ
て
い
る
町

市
町
村
合
併
問
題
に

つ
い
て

森

繁

夫

議

員

営
バ
ス
と
の
兼
合
い
に
つ
い
て
で

す
が
、
運
行
目
的
が
大
き
く
異
な

リ
ま
す
の
で
一
概
に
は
言
え
ま
せ

ん
が
六
十
五
歳
以
上
の
方
が
利
用

さ
れ
る
場
合
に
は
今
後
検
討
し
不

公
平
に
な
ら
な
い
よ
う
に
対
処
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
お

リ
ま
す
。

市
町
村
合
併
問
題
に
つ
い
て
お

伺
い
を
い
た
し
ま
す
。
最
近
市
町

村
の
合
併
問
題
が
各
地
で
高
ま
っ

て
お
り
ま
す
。
市
町
村
の
合
併
に

つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
の
少
子
・

高
齢
化
の
進
展
等
に
対
応
し
、
市

町
村
が
高
度
且
つ
多
様
な
役
割
を

担
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
地
方
分
権

の
成
果
を
上
げ
る
た
め
に
市
町
村

の
自
立
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
激
し
い
財
政
状
況
の
中
で
市

町
村
行
政
の
効
率
的
、
効
果
的
な

展
開
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
行
政
甚
盤
を
強
化

す
る
と
共
に
行
政
の
効
率
化
を
図

る
た
め
、
自
主
的
な
市
町
村
合
併

を
積
極
的
に
す
る
、
そ
う
い
う
必

要
が
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
言
わ
れ

て
お
り
ま
す
。

愛
媛
県
に
お
き
ま
し
て
も
合
併

の
基
本
パ
タ
ー
ン
、
参
考
パ
タ
ー

ン
が
示
さ
れ
議
論
も
活
発
に
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
申
し
上
げ
る
ま

で
も
な
く
こ
の
合
併
問
題
は
町
の

将
来
を
左
右
す
る
重
要
な
問
題
で

あ
り
ま
す
。
十
分
研
究
、
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
次
の
三
点
に
つ
き

ま
し
て
お
尋
ね
を
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
、
町
長
は
研
究
会
の
発
足
に

向
け
て
準
備
を
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
内
容
に
つ

い
て
お
伺
い
を
い
た
し
ま
す
。
ニ

つ
目
に
先
日
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
さ
れ
ま
し
た
が
そ
の
結
果
と

今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
お
伺
い

を
い
た
し
ま
す
。
三
つ
目
に
町
長

は
今
回
の
町
長
に
立
候
補
さ
れ
る

に
あ
た
り
ま
し
て
合
併
問
題
は
避

け
て
通
れ
な
い
と
申
さ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
そ
の
、
避
け
て
通
れ
な

い
と
い
う
意
味
を
ど
の
よ
う
に
理

解
す
れ
ば
よ
ろ
し
い
の
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
、
こ
の
合
併
問
題
に
対

し
ま
す
町
長
の
基
本
的
な
考
え
方

に
つ
い
て
お
尋
ね
を
い
た
し
ま

す
。

〔
町
長
〕

市
町
村
合
併
固
題
に
つ
い
て
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
私
は
市
町
村
合

併
問
題
に
つ
い
て
は
避
け
て
適
れ

な
い
と
い
う
問
題
と
し
て
と
ら
え

て
お
り
ま
す
。
避
け
て
遅
れ
な
い

と
い
う
こ
と
は
、
国
が
合
併
推
進

を
打
出
し
ま
し
て
愛
媛
県
に
お
き

ま
し
て
も
合
併
を
推
進
し
、
既
に

も
う
合
併
要
綱
等
が
発
表
さ
れ
て

お
リ
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
中
で
避
け
て
適
れ

な
い
と
い
う
意
味
は
検
討
せ
ず
に

こ
の
ま
ま
知
ら
ん
顔
を
し
て
お
る

訳
に
は
い
か
な
い
と
い
う
意
味
で

こ
ざ
い
ま
す
。

将
来
の
肱
川
町
、
二
十
一
世
紀

の
肱
川
町
の
方
向
付
け
を
す
る
大

変
大
き
な
肉
題
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
私
一
人
の
考
え
で
す
る
と
か
、

し
な
い
と
か
い
う
思
題
で
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
合
併
商
題
は
避
け
て

通
れ
な
い
と
い
う
表
現
の
仕
方

は
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご

意
向
を
反
映
す
る
こ
と
に
よ
リ
合

併
問
題
を
検
討
す
る
と
い
う
気
持

ち
で
、
選
挙
中
か
ら
避
け
て
通
れ

な
い
と
い
う
発
言
を
い
た
し
て
お

る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
愛
媛
喋

で
は
、
こ
の
二
月
に
今
申
し
上
げ

ま
し
た
よ
う
に
合
併
要
綱
の
策
定

が
発
表
さ
れ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま

し
て
更
に
五
月
に
は
地
方
局
単
位

で
市
町
村
合
併
検
討
協
議
会
が
設

立
さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
ま
し
て
大

洲
市
、
喜
多
配
市
町
村
合
併
検
討

BB会
が
大
洲
市
喜
多
祀
内
五
町
村

で
設
置
を
さ
れ
た
わ
け
で
ご
ざ
い

ま
す
。今

後
ま
す
ま
す
合
併
論
議
が
高

ま
っ
て
行
く
と
思
わ
れ
る
わ
け
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
肱
川
町
に
お
い

て
も
こ
の
よ
う
な
動
き
を
と
ら
え

て
合
併
に
つ
い
て
の
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
を
甲
確
に
す
る
等
の

判
断
材
料
を
揃
え
て
行
く
べ
き
だ

と
考
え
て
お
リ
ま
す
。
そ
の
た
め

に
ま
ず
、
五
月
に
町
民
ア
ン
ケ
ー

ト
実
施
を
い
た
し
ま
し
て
千
九
百

七
十
八
人
の
町
民
の
方
よ
リ
回
答

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ま
ず
、

全
体
的
に
世
代
、
地
区
に
よ
る
偏

リ
は
殆
ど
あ
リ
ま
せ
ん
で
し
た
。

個
々
の
周
い
に
対
す
る
回
答
に
つ

い
て
は
、
ま
ず
合
併
商
題
に
つ
い

て
約
半
数
の
方
々
が
考
え
た
こ
と

が
あ
る
と
の
回
答
が
あ
リ
ま
し

た
。
合
併
を
す
る
べ
き
か
に
つ
き

ま
し
て
は
、
分
か
ら
な
い
と
答
え

た
方
が
二
四
％
、
必
要
で
あ
る
、

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
必
要
が
三

八
％
、
必
要
で
な
い
、
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
必
要
で
な
い
、
に
つ
い

て
も
全
く
同
数
の
三
八
％
で
意
見

が
分
か
れ
て
お
リ
ま
し
た
。
ま
た
、

町
の
対
応
と
い
た
し
ま
し
て
は
広

報
、
ま
た
は
、
墜
落
長
会
そ
し
て

地
域
で
の
説
明
会
等
一
般
町
民
へ

の
情
報
提
供
を
要
望
す
る
意
見
が

多
く
あ
り
ま
し
た
の
で
こ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は

議
員
協
議
会
で
報
告
を
い
た
し
ま

す
と
共
に
「
広
報
肱
川
」
に
掲
載

を
い
た
し
た
い
と
考
え
て
お
リ
ま

す
。
今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て
は
、

職
貝
に
よ
る
検
討
委
員
会
は
既
に

人
選
を
い
た
し
て
お
リ
ま
し
て
町

職
員
一
十
三
人
に
よ
リ
ま
す
検
討

委
員
会
、
（
そ
し
て
皆
さ
ん
方
の
）

十
二
人
の
議
昌
さ
ん
に
よ
リ
ま
す

検
討
委
昌
会
、
そ
し
て
私
が
提
唱

い
た
し
て
お
リ
ま
す
合
併
固
題
検

討
百
人
委
貝
会
に
つ
き
ま
し
て
、

年
齢
と
か
地
域
と
か
、
婦
人
、
青

年
そ
し
て
農
林
業
、
商
工
業
経
済

団
体
等
々
の
配
分
を
い
た
し
ま
し

て
百
人
の
委
昌
を
既
に
選
任
を
い
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水
源
税
に
つ
い
て
お
尋
ね
を
い

た
し
ま
す
。
森
林
を
取
り
巻
く
情

勢
は
非
常
に
厳
し
く
木
材
価
格
は

下
落
す
る
一
方
で
明
る
い
材
料
が

ま
っ
た
く
見
え
な
い
の
が
現
状
で

あ
り
ま
す
。
森
林
組
合
で
は
現
在

水
源
林
の
整
備
事
業
、
森
林
総
合

整
備
事
業
そ
の
他
、
県
単
独
の
補

助
事
業
の
導
入
に
よ
り
ま
し
て
除

間
伐
を
始
め
森
林
の
整
備
を
実
施

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
一

方
補
助
事
業
の
対
象
外
の
山
林
に

つ
き
ま
し
て
は
負
担
を
伴
う
状
況

で
あ
り
ま
す
の
で
、
手
入
れ
が
出

来
て
な
い
の
が
現
状
で
あ
り
ま

す
。
山
林
の
持
つ
広
域
的
機
能
を

重
視
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
の
で
、
今
こ
そ
、
こ
の
末
端

の
現
場
か
ら
水
源
税
の
導
入
を

国
、
県
に
向
け
て
強
く
働
き
か
け

る
べ
き
だ
と
思
う
の
で
あ
り
ま

水
源
税
に
つ
い
て

た
し
て
お
リ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

こ
と
で
第
一
回
目
は
三
つ
の
委
昌

会
の
合
同
委
員
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
。
そ
し
て
、
委
昌
会
を
そ
れ

ぞ
れ
立
ち
上
げ
ま
し
て
後
は
―
二
つ

の
委
負
会
ご
と
に
今
後
検
討
し
て

い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
で
、
合
同

委
員
会
を
七
月
の
十
三
日
に
持
ち

た
い
と
考
え
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ

い
ま
す
。
合
併
思
題
は
大
き
な
流

れ
は
あ
リ
ま
す
が
、
た
だ
時
流
に

流
さ
れ
る
の
で
な
く
あ
く
ま
で
も

自
主
的
に
主
体
的
に
議
論
を
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
お
リ
ま
す
の
で
議
員
各
位
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
顆
い
申
し

上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

す
。
今
ま
で
も
こ
の
件
に
つ
き
ま

し
て
は
森
林
交
付
税
の
創
設
に
向

か
っ
て
運
動
を
展
開
さ
れ
て
お
ら

れ
ま
し
た
が
、
今
後
に
お
き
ま
し

て
も
林
業
活
性
化
の
た
め
の
重
要

事
項
と
し
て
要
望
す
る
べ
き
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
新
た
な

目
的
税
の
創
設
に
対
す
る
町
長
の

ご
所
見
を
伺
い
ま
す
。

〔
町
長
〕

林
業
行
政
に
つ
き
ま
し
て
は
木

材
価
格
の
低
迷
に
よ
る
採
算
性
の

悪
化
や
過
疎
化
、
高
齢
化
の
進
行

な
ど
に
よ
り
放
置
林
が
増
加
を
し

て
お
リ
ま
す
。
森
林
の
持
つ
優
れ

た
諸
機
能
の
低
下
が
危
惧
さ
れ
て

お
リ
ま
す
。
森
林
の
持
つ
公
益
的

機
能
は
日
本
全
体
に
約
七
十
五
兆

円
と
も
言
わ
れ
て
お
リ
、
そ
の
恩

恵
は
計
リ
し
れ
な
い
も
の
が
あ
リ

ま
す
。こ

の
た
め
町
に
お
い
て
も
各
種

の
補
助
事
業
の
導
入
に
よ
リ
除
商

伐
を
始
め
森
林
整
備
を
積
極
的
に

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
リ
ま
す

が
、
ご
指
摘
の
よ
う
に
負
担
の
必

要
性
か
ら
放
置
林
も
見
受
け
ら
れ

る
の
が
実
情
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
愛
媛
県

に
お
い
て
も
放
置
林
管
理
シ
ス
テ

ム
検
討
委
員
会
が
設
置
さ
れ
今
年

二
月
の
検
討
結
果
報
告
を
う
け
て

平
成
十
四
年
度
か
ら
十
年
間
の
計

画
で
県
内
放
置
林
面
積
の
う
ち

―

万
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
整
侮
し
よ
う
と

い
う
計
画
が
発
表
さ
れ
て
お
リ
ま

す
。
こ
の
財
源
に
つ
い
て
は
人
口

割
等
に
よ
リ
票
内
全
市
町
村
か
ら

負
担
を
し
て
も
ら
う
予
定
こ
ふ
つ

パザ

て
お
リ
森
林
の
持
つ
水
源
涵
配
‘

山
地
災
害
防
止
な
ど
の
公
益
的
機

能
の
恩
恵
を
受
け
る
割
合
は
人
口

に
比
例
を
し
て
お
リ
、
県
民
総
て

の
人
に
均
等
に
負
担
を
し
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
考
え
方
に
な
っ
て

お
リ
ま
す
。
ま
た
、
当
町
に
お
き

ま
し
て
は
従
来
か
ら
森
林
の
重
要

性
を
認
識
し
森
林
交
付
税
の
創
設

を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
早
期
実
現
の

た
め
に
は
水
源
税
の
導
入
も
大
き

な
意
義
を
も
っ
と
思
い
ま
す
の
で

流
域
市
町
村
と
の
連
携
を
取
リ
な

が
ら
今
後
検
討
を
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
リ
ま
す
。

県
道
肱
川
公
園
線
に
お
い
て

は
、
部
分
的
な
改
修
工
事
が
進
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
が
赤
岩
か
ら
犬

返
り
団
地
ま
で
の
間
の
工
事
が
進

ん
で
お
り
ま
せ
ん
。
こ
の
間
に
お

い
て
は
道
幅
も
狭
く
落
石
等
危
険

な
力
所
も
多
く
あ
り
ま
す
。
中
居

県
道
肱
川
公
園
線
改

修
に
つ
い
て

藤
川

貞
議
員

谷
方
面
か
ら
の
中
学
生
の
自
転
車

の
通
学
路
で
あ
り
八
重
栗
、
上
森

山
方
面
か
ら
は
中
野
小
学
校
の
児

童
、
園
児
な
ど
の
年
少
者
が
徒
歩

で
通
学
、
通
園
し
て
お
り
ま
す
。

保
護
者
と
し
て
も
大
変
心
配
す

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
一
般
通
行
者
に
と
っ
て

も
危
険
を
感
じ
る
次
第
で
す
。
県

に
お
い
て
も
予
算
な
ど
の
関
係
や

用
地
等
の
問
題
な
ど
も
あ
ろ
う
か

と
思
い
ま
す
が
地
域
住
民
の
安
全

の
た
め
一
日
も
早
い
改
修
改
良
が

出
来
る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
り

ま
す
。
町
長
と
し
て
の
お
考
え
を

お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

〔
町
長
〕

県
道
肱
川
公
園
線
の
改
良
改
修

に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
現

在
県
に
お
い
て
順
次
改
良
を
進
め

て
い
た
だ
い
て
お
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
の
道
路
の
改
良
等

に
当
た
リ
ま
し
て
は
特
に
議
負
さ

ん
の
発
言
の
中
で
あ
リ
ま
し
た
よ

う
に
地
権
者
、
用
地
関
係
の
了
解

と
い
う
の
が
か
な
リ
難
し
い
点
も

あ
リ
ま
す
。
地
権
者
の
皆
さ
ん
方

が
理
解
を
示
し
て
用
地
を
提
供
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
一
番
で
す

が
、
な
か
な
か
難
し
い
点
も
ご
ざ

い
ま
す
。

つ
い
先
日
も
説
明
会
を
い
た
し

ま
し
て
園
南
寺
さ
ん
の
と
こ
ろ
か

ら
元
の
宇
和
川
中
学
校
跡
地
の
と

こ
ろ
ま
で
、
今
回
、
凛
の
計
画
が

ご
ざ
い
ま
し
て
正
山
公
民
館
へ
私

も
説
明
会
に
ま
い
リ
ま
し
て
地
権

者
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
を
い
た
し

ま
し
た
と
こ
ろ
、
ご
出
席
の
用
地

関
係
者
の
皆
様
に
快
く
ご
理
解
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
は
町
長
選

に
出
る
に
あ
た
リ
ま
し
て
、
こ
れ

も
私
の
政
策
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

国
道
、
県
道
、
町
道
、
農
道
す
べ

て
そ
う
い
っ
た
道
路
改
良
と
か
、

ま
た
、
町
に
施
設
を
つ
く
る
た
め

の
用
地
と
か
、
こ
う
い
う
こ
と
に

関
し
ま
し
て
は
ま
ず
最
初
に
、
私
、

町
長
自
ら
が
地
権
者
の
方
に
事
情

を
説
明
し
て
お
顆
い
を
す
る
こ
と

に
い
た
し
て
お
リ
、
従
来
の
よ
う

に
担
当
課
長
と
か
助
役
さ
ん
が
用

地
の
お
願
い
を
す
る
の
で
は
な

く
、
私
、
自
ら
行
く
こ
と
に
い
た

し
て
お
リ
ま
す
。
で
す
か
ら
、
私

に
無
断
で
用
地
交
渉
は
ま
か
リ
な

ら
ん
と
い
う
こ
と
を
い
っ
て
お
リ

ま
す
。
も
う
す
で
に
何
人
か
の
方

に
お
訪
ね
を
い
た
し
ま
し
て
用
地

関
係
の
交
渉
も
進
め
て
お
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た

こ
と
で
順
次
用
地
の
解
決
が
出
来

た
と
こ
ろ
か
ら
県
の
管
轄
は
県
、

国
の
管
轄
は
国
の
管
轄
で
改
修
の

要
請
を
し
て
ま
い
リ
た
い
と
思
っ

て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
で
順
次
用
地

交
渉
が
出
来
た
と
こ
か
ら
改
良
を

始
め
て
い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い

を
し
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
の
肱
川
公
園
線
と
い
い
ま

す
の
は
肱
川
町
側
は
坊
屋
敷
（
粟

太
郎
）
の
と
こ
ろ
か
ら
予
子
林
の

ト
ン
ネ
ル
ま
で
が
肱
川
公
園
線
の

持
ち
分
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
私

は
議
昌
か
ら
話
が
あ
リ
ま
し
た
墜

分
だ
け
で
な
く
坊
屋
敷
か
ら
予
子

林
の
ト
ン
ネ
ル
ま
で
の
全
体
を
見

て
進
め
て
ま
い
リ
た
い
と
考
え
て

お
リ
ま
す
。
そ
の
辺
も
―
つ
ご
理

解
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お

リ
ま
す
。
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六
月
二
十
一
日
、
松
山
市
の

明
星
会
（
地
域
家
族
会
）
が
運

営
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

ヘ
施
設
見
学
に
行
き
ま
し
た
。

明
星
会
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

を

3
カ
所
運
営
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
そ
の
中
の
「
ぬ
く
も

り
」
と
「
大
（
だ
い
）
」
の

2

カ
所
を
見
学
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。

「
ぬ
く
も
り
」
は
平
成
十
二

年
七
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た
二
階

建
て
の
新
築
に
男
女
各
三
人
が

生
活
し
て
い
ま
す
。
家
中
が
木

の
香
り
に
包
ま
れ
た
温
か
く
て

ゅ
っ
た
り
し
た
建
物
で
し
た
。

「
大
」
は
便
利
で
閑
静
な
住

宅
街
に
あ
り
、
男
性
六
人
が
生

活
し
て
い
ま
す
。

人
居
し
て
い
る
人
達
は
昼
間

は
デ
イ
ケ
ア
や
作
業
所
に
か
よ

っ
て
い
ま
す
。
一
人
暮
ら
し
の

孤
独
か
ら
解
放
さ
れ
仲
間
と
一

緒
に
過
ご
す
事
で
安
心
す
る
事

が
で
き
ま
す
。

グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
と
は
、

住

む
場
所
の
確
保
・
日
常
生
活
能

カ
の
回
復
、
生
活
技
術
の
新
た

な
体
得
の
場
、
地
域
の
憩
い
の

場
と
い
う
多
様
な
側
面
を
も
っ

て
い
ま
す
。
大
洲
市
・
喜
多
郡

に
は
無
い
施
設
で
す
。
今
後
は

親
亡
き
後
に
安
心
し
て
生
活
で

き
る
場
と
し
て
こ
の
よ
う
な
施

そ
よ
風
の
会

（
精
神
保
健
家
族
教
室
一
日
研
修
）

六
月
十
四
日
、
幼
児
教
室
で

お
だ
ん
ご
作
り
に
挑
戦
し
ま
し

た
。
幼
児
教
室
は
、
幼
稚
園
入

園
前
の
子
ど
も
さ
ん
と
、
お
母

さ
ん
を
対
象
に
、
ニ
カ
月
に
一

回
、
料
理
教
室
と
交
互
に
行
っ

て
い
る
も
の
で
、
こ
の
日
は
、

七
組
の
親
子
で
十
五
人
の
参
加

幼
児
教
室
。

お
だ
ん
ご
作
り
に
挑
戦
＂
＂

「ぬくもり」の居間

設
が
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。肱

川
町
で
は
、
ニ
カ
月
に
一

回
、
河
辺
村
と
合
同
で
そ
よ
風

の
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

精
神
疾
患
は
「
遺
伝
・
治
ら

な
い
・
危
険
」
な
ど
の
誤
解
や

偏
見
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た

偏
見
を
と
り
は
ら
う
た
め
に

も
、
精
神
疾
患
や
障
害
に
対
す

る
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
る

事
が
大
変
重
要
で
す
。
そ
よ
風

の
会
で
は
、
そ
の
た
め
の
勉
強

会
や
福
祉
制
度
を
学
ん
だ
り
し

て
い
ま
す
。

が
あ
り
ま
し
た
。

保
健
セ
ン
タ
ー
で
、
室
内
あ

そ
び
を
し
、
雰
囲
気
に
慣
れ
た

と
こ
ろ
で
、
公
民
館
実
習
室
に

移
動
し
て
、
白
玉
粉
に
水
を
入

れ
、
こ
ね
始
め
ま
し
た
。
水
を

入
れ
る
と
、
粉
々
だ
っ
た
も
の

が
、
粘
土
状
の
も
の
に
な
り
こ

ね
る
ご
と
に
、
耳
た
ぶ
く
ら
い

の
柔
ら
か
い
も
の
に
仕
上
が
り

ま
し
た
。

形
は
、
各
児
バ
ラ
バ
ラ
で
、

大
き
い
も
の
や
、
小
さ
い
も
の

平
た
い
形
と
、
い
ろ
い
ろ
な
形

が
で
き
上
が
り
ま
し
た
。
お
母

さ
ん
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
、
し

ょ
う
ゆ
味
と
、
あ
ん
で
味
つ
け

ま
し
た
。

そ
の
後
、
ラ
ッ
プ
で
お
に
ぎ

り
も
作
り
ま
し
た
。
自
分
の
作

っ
た
お
に
ぎ
り
に
、
大
好
き
な

ふ
り
か
け
を
ま
ぶ
す
子
、
味
つ

け
の
り
を
巻
く
子
と
、
さ
ま
ざ

ま
な
お
に
ぎ
り
が
で
き
上
が
り

ま
し
た
。

初
め
て
経
験
す
る
子
が
多
か

っ
た
の
で
す
が
、
「
親
子
で
ゆ

っ
た
り
と
、
取
り
組
め
て
よ
か

っ
た
。
」
と
好
評
で
し
た
。
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は
じ
め
ま
し
て
！
い

け
だ
な
お
や
で
す
。
毎

日
元
気
に
遊
ん
で
い
ま

す
。
僕
は
、
水
遊
び
が

大
好
き
で
、
一
日
二
匝

は
、
裸
で
お
家
の
プ
ー

ル
に
入
っ
て
い
ま
す
。

元
気
な
僕
で
す
が
、
よ

ろ
し
く
ね
！ な

お

や

直
弥
ち
ゃ
ん

（
大
和
）

平
成

10年
11
月
6
日
生

ヘ娘いかもの•どず)¥ 
ァでくけ兄子・‘ かは
I可こて二で歌しし
: 、人すのがめ
： との゜大ま
ご 薦：後が好リし

ひれを‘きやて
出も追合なだ。
す 、い日女・け恥
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い
け
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池
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か
え
で

楓
ち
ゃ
ん

（
道
野
尾
）

平
成
10年
10
月
11
日
生
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行事名 時 間 場 所

弁天宮祭典 11 00,...__, 12 00 上鹿野川弁天宮

あゆとうなぎのつかみどリ 15 30,,..__, 役場裏河原

びっくリ市 16 00,,..___, 鹿野川商店街

くじ付きもちまき 17 00"--' 盆おどリ会場（やく＇ら）

審査 13 00,...__,, 
七タコンクール 鹿野川商店街

表彰 18 00"-" 

文化協会発表 18 30,...__,20 00 鹿野川商店街

盆 お ど リ 20 00,,..___,20 40 鹿野川商店街

ィHヒ 失 大 会 21 00,....___,21 40 肱川中下河原

恒
例
の
鹿
野
川
夏
ま
つ
り
を

8
月
7
日
閲
に
左
記
の
日
程

で
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ
て
お
越
し
く
だ

さ
い
。

〇
あ
ゆ
と
う
な
ぎ
の
つ
か
み
ど
り

前

売

券

の

発

売

あ
ゆ
と
う
な
ぎ
の
つ
か
み

ど
り
大
会
が
役
場
裏
の
河
辺

川
で
行
わ
れ
ま
す
。
入
場
料

は
次
の
と
お
り
で
す
。
お
得

な
前
売
券
を
発
売
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

入
場
料
（
前
売
券
）

小
学
生
以
下
の
方

五
0
0
円
（
四

0
0
円）

中
学
生
以
上
の
方

-、

1
0
0
円
（
八

0
0
円）

前
売
券
発
売
所

J

A
愛
媛
た
い
き
肱
川
中
央

支
所
、
ひ
じ
か
わ
特
産
開
発

セ
ン
タ
ー
、
役
場

二
十
一
世
紀
を
担
つ
子
ど

も
た
ち
に
、
中
国
の
風
土
や

生
活
な
ど
の
異
文
化
に
触

れ
、
世
界
に
視
線
を
移
し
て

大
き
く
羽
ば
た
い
て
ほ
し
い

と
、
中
国
吉
林
省
通
化
市
の

小
学
生
た
ち
が
、
生
き
生
き

と
描
い
た
絵
画
や
切
リ
絵
、

水
墨
画
な
ど
約
百
五
十
作
品

を
展
示
し
ま
す
。-―

 t
.
 

こ
の
展
示
会
は
、
日
中
交

流
の
懸
け
橋
役
を
務
め
る
、

え
ひ
め
中
央
農
協
重
信
支
所

や
重
信
町
の
協
力
を
頂
き
、

重
信
町
に
あ
る
「
日
中
交
流

ア
カ
シ
ア
の
会
」
と
共
催
す

る
も
の
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
絵
画
を
通

鹿
野
川
夏
ま
つ
り
の
ご
案
内

し
て
国
際
交
流
や
世
界
平
和

に
つ
な
が
れ
ば
と
、
今
回
夏

休
み
期
間
中
に
多
く
の
方
に

鑑
賞
し
て
頂
く
た
め
に
風
の

博
物
館
で
開
催
し
ま
す
。

◆
展
示
期
間

八
月
一
日
因
か
ら

八
月
三
十
一
日
出
ま
で

（毎
週
火
曜
日
休
館
日
）

◆
展
示
場
所

肱
川
町
郷
土
文
化
セ
ン
タ
ー

（
風
の
博
物
館
展
示
室
）

◆
入
館
料

一

般

三

0
0
円

小
中
高
校
生
一
五

0
円

◆
入
館
時
間

午
前
九
時
＼
午
後
五
時

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

風
の
博
物
館

6
三
四
ー
ニ
―
八
一＼

 
3
 

Ul
.
 

異国の感性とアートな交流

「中国の子ともたちの絵画展」

項 目 補助の割合等 備 考

争弔 気 式 購入価格の

生ゴミ 処理機 1/2 
20,000円を限度

太陽光発電施設 50,000円／Kw
4 K w(200,000円）

を限度

ソーフーシスアム 購入及び

（給湯システム） 設置費の 1/2
50,000円を限度

地
球
温
暖
化
や
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
な
ど
、
地
球
環
境
の
悪

化
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

今
の
美
し
い
自
然
を
次
の
世

代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
は
、
大

切
な
こ
と
で
す
。

豊
か
な
自
然
や
美
し
い
川

を
守
る
た
め
、
住
宅
に
設
置

す
る
次
の
項
目
に
つ
い
て
、

補
助
制
度
を
行
い
ま
す
。

＊
詳
し
く
は
、
役
場
新
し
い
町

創
造
課

(
6
3
4
|
2
3
1
1
)

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

”
美
し
い

自
然
を
守
ろ
う
！
“

2001. 7 110 



四
国
版

「線
香
花
火
」

全
国
版
（
「
夢
航
路
」

手］
好t)郵
評め f更
発 l局
盈る

ドラゴンポート大会参9D者募集中
日時平成13年 8月26日（日）午前 9時～
場所鹿野川湖
参加費 3千円 (1チーム）
賞金 l 位 5万円

2 位 3万円
3 位 2万円
特別賞 2万円
その他賞品多数

お問い合わせ 肱川町役場産業おこし課

7月29日（日） 午前10時～午後 3時

中予水産試験場

1 水産何でも相談室

2 試験研究内容の紹介

3 イベントコ ーナー（エビはさみほか）

参加方法

自由参加です。当日、お気軽にお越しください。

お問い合わせ

中予水産試験場（ff089-983-5378)へ

き
ろ
容

こ
と
と
内

清
ら
か
な
水
の
流
れ
と
恵

ま
れ
た
河
川
は
、
地
域
社
会

に
憩
い
と
潤
い
を
与
え
る
と

と
も
に
、
環
境
づ
く
り
の
中

心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
こ
の
期
間
中
、
河
川
愛

護
の
思
想
を
広
げ
、
河
川
環

境
を
積
極
的
に
整
備
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
河
川
を
常
に

安
全
で
美
し
く
利
用
し
、
管

理
す
る
気
運
を
た
か
め
る
た

め
の
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

一
人
一
人
が
愛
護
の
精
神

で
河
川
清
掃
等
に
も
積
極
的

に
参
加
し
て
み
ん
な
で
河
川

を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

七
月
は
河
川
愛
護
月
間
で
す

ハローワーク大洲からのお知らせ
雇用保険を受給される皆さんへ

失業の認定を受ける時は正しく申告しましょう。

事業主の皆さんへ

雇用保険を受給している方を採用された場合は、正

しく申告するよう御指導ください。

詳 しいことは、お気軽にハローワーク（安定所）まで

お問い合わせください。

ハローワーク大洲 （大洲公共職業安定所） ff24-3191

日
時
平
成
1
3
年

7
月
25
日

沐

午

前

9
時

i
午
後
9
時

電
話
番
号

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

0
1
2
0

|
0
2
5
5
5
0
 

相

談

内

容

い

じ

め

・

体

罰
．
虐
待
等
子
ど
も
の
人
権

問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相

談
（
秘
密
厳
守
）

相
談
担
当
者
人
権
擁
護
委

員
弁
護
士
資
格
の
あ
る
人

権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

子
と
も
の
人
権
問
題
に
関
す
る

i-

日
12
時
間
電
話
相
談

子
供
達
に
と
っ
て
、
夏
の

身
近
な
遊
び
は
「
お
も
ち
ゃ

花
失
」
で
す
。

し
か
し
「
お

も
ち

ゃ
」
と
は
い
っ
て
も
、

花
央
の
原
料
は
火
薬
で
す
。

好
奇
心
の
お
う
盛
な
子
供

違
は
、
想
像
を
こ
え
て
危
険

な
方
向
へ
向
か
う
こ
と
が
あ

リ
ま
す
。

そ
の
た
め
安
全
に
つ
い
て

は
、
大
人
が
積
極
的
に
参
加

し
て
、
花
火
の
正
し
い
使
い

方
や
央
の
後
始
末
を
指
導
し

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

0

花
失
に
書
い
て
克
る
遊

び
方
を
よ
く
読
ん
で
必
ず

守
リ
ま
し
ょ
う
。

0

花
火
を
人
や
家
に
向
け

た
リ
燃
え
や
す
い
も
の
の

あ
る
場
所
で
遊
ん
だ
リ
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

0

風
の
強
い
と
き
は
、
花

火
喜

は

や

め
ま
し
ょ
う
。

0

水
を
用
意
し
、
遊
ん
だ

後
は
後
始
末
を
必
ず
し
ま

し
ょ
う
。

0

た
く
さ
ん
の
花
火
に
、

一
度
に
火
を
つ
け
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

0

花
火
を
ほ
ぐ
し
て
遊
ぶ

こ
と
は
危
険
で
す
。
絶
対

に
し
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

正
し
く
使
っ
て
楽
し
い
花
尖

ヽ｀
 

＼
 

，
 

,
．, ‘、

花
火
に
よ
る

火
災
の
防
止
に
つ
い
て

辺

川上支署

1 1 I広報ひじかわ 220号



cOO＠初レンジ-
保健衛生 保健センター ff34-2340 8月の当直医

（ 

種別 日（曜） ，，1了＿ 事 場 所 時 間

8 （水）元気印教室 保健センター 13:30~ 16:00 
成

人 正山公民館 9 :30"--'10:20 

1ワ憧）健 康 相 ＝呂火火

保
山槌集会所 10:40,......., 11 :30 

健

21図 リハビリ敦室 保健センター 13:00,......., 16:00 

母 3~ 小児生活習慣病予防教室 中野小学校 9 :00,,...,__,14:00 
子

保

健 28侠）ムシ歯予防敦室 保健センター 9 :30,...,__,10:00 

I 不燃物収集

【収集日】 8月15日（水）
＊前日までに指定の場所へ

【収集地区】 大和・中野・下
鹿野川 ・上鹿野川・八重
栗・上森山・京造・見の
越・月野犀・正山地区・
岩谷地区・予子林地区

社
会
保
険
一
日
出
張
相
談
所

大
潤
商
工
会
議
所

8
月
7
日
図

20
回

内
子
町
商
工
会

、
＼
ー
／

8
月
1
日
水（
 

2826 
（失）（日）

日（躍） 病院名 電話番号

5 （日）東大測城戸賑科医院 24-1010 

大久保内科医院 26-1131 

12（日）

石村病院 52-0275 

般 19（日）浦岡 医院 24-2024 

26（日）田渡クリニック 25-3217 

月・失 市立大 う州病院 24-2151 

救

水 加戸病院 24-5101 

急

木～日 大 う州中央病院 24-4551 
ク―

＊一般の当直医は変更になる場合がありますので
あらかじめ、連絡してからお出かけください。

14 12 7 2 1 
快）（日）（失）（木）（水）

21
図

ー
行
事
予
定
表
ー

I 
【回収日】

8月 7日（火）． 21日（火）

不用犬回収日

＊朝 9時までに役場へ連れて
きてください。

22 22 21 15 
（水）（水）（失）（水）
s 

税ドサ 25喜定正予大岩鹿わえ
出ラ

張 □I 
マ （土）喜例山子谷谷野んひ

平ノス
公部 風林盆夜川ぱめ

又 -
ボ

民洛の盆踊神夏＜子
入 1 ク 館長祭踊大楽ま学育

ト I 嬰 会 リ 大 会 つ 級 て
大）レ大会 リ教
会会 室

................................................................................................. 

8 8 
相月 相 月
談 20 談 6心
昌昌）員日配

（月）→'， 

寺 万 小福 c.... 

岡 願川田と
寺相

初亀和 談
子次 雄 保

【時

間

】

午
後
1
時
30
分

S
4時
30
分

【
場
所
】
公
民
館
青
年
室

行

政

【日
時
】

、¥！ノ

8
月
6
日
月（
 

午
後

1
時
30
分

S
4時
30
分

【場

所
】
公
民
館
青
年
室

【
相
談
昌
】
福
田

保
相

火
火

―――
-D 

[ 

【収集日】

8月22日（水）

古紙収集日

＊朝 7時までに

指定の場所へ

＇ 

二

1

お
す
こ
や
か

り
ょ
う
い
ち
ろ
う

一
露
久
保
諒
一
郎
ち
ゃ
ん

（
白
石
）

L
 

「

お
し
あ
わ
せ
に

一

高

尾

祐

治

さ

ん

-
（

（
大
屋
敷
）

i

大

林

千

夏
さ
ん（

吉
田
町
）

（
白
石
）

ミ

宮
崎
正
規
さ
ん

[

持

田

優

子

さ

ん（
肱
栄
）

．
 

，

や
す
ら
か
に

[
｛
呂
尾
松
子
さ
ん

[

（

4
6
歳
・
下
嵯
峨
谷
一
）

i

櫻
田
ト
ク
子
さ
J

[

（

9
1
歳
・
か
わ
み
荘
）

i

西
尾

忠

さ

，

i
(
8
3
歳
・
か
わ
み
荘
）

i

和
氣
亀
公
さ

i
(
6
5
歳
•
そ

他）
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〇
団
体
の
部

優

勝

小

薮

B
チ
ー
ム

準
優
勝
小
薮
A
チ
ー
ム

今
年
で
九
回
目
と
な
る
町
内

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
は
、
七

月
三
日
心
、
午
前
八
時
三
十
分

か
ら
町
民
グ
ラ
ン
ド
で
、
十
七

チ
ー
ム
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
百

十
余
人
の
参
加
の
も
と
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

｀
当
日
は
、
朝
か
ら
日
差
し
が

強
く
、
そ
ん
な
中
、
選
手
の
皆

さ
ん
は
、
汗
で
び
っ
し
ょ
り
に

な
り
な
が
ら
も
懸
命
に
プ
レ
ー

を
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
選
手
の

皆
さ
ん
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し

た。
な
お
、
今
大
会
は
、
九
月
三

十
日
に
行
な
わ
れ
る
ス
ポ
レ
ク

二
0
0
一
八
幡
浜
地
方
大
会
の

予
選
を
兼
ね
て
い
ま
し
た
の

で
、
上
位
十
二
人
の
方
が
出
場

権
を
得
て
お
り
ま
す
。

団
体
、
個
人
の
部
の
成
績
は

次
の
と
お
り
で
す
。

町
内
ク
ラ
ン
ド
コ
ル
フ
大
会

ク ク

第
十
位

ク ク

第
三
位

0
個
人
の
部

第
＿
位
片
山
ウ
メ
子

第
二
位
中
居
タ
ケ
ル

第
三
位
森
岡
ミ
ヨ
カ

第

四

位

谷

田

重

倍

第
五
位
中
居
喜
代
光

第

六

位

冨

永

友

行

ク

藤

井

重

徳

二
宮
和
三
郎

三

瀬

丑

夫

吉

田

梅

子

飛

野

虎

生

大
塚
喜
代
春

f3
,

'

 
会

12

麟

23

祉

―

福

34

会

①
犀

暉

胴

6

— 大
谷
A
チ
ー
ム

r,
 

一
J
・
竺
蕊

4 '／7 
e, `--： ::. 

忍I I 

ヘ

郡
老
連
総
会
開
催

平
成
十
三
年
度
喜
多
郡
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会
は
、
肱
川

町
が
会
場
当
番
と
な
り
六
月
二

十
八
日
困
、
風
の
博
物
館
で
岡

田
県
議
を
は
じ
め
多
数
の
来
賓

を
迎
ぇ
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

こ
。

f
 当

日
は
、
郡
内
か
ら
約
百
名

の
出
席
が
あ
り
、
平
成
十
二
年

度
の
事
業
、
決
算
報
告
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
年
度
は
、

「創

造
と
連
帯
の
輪
を
広
げ
て
—
心

豊
か
な
二
十

一
世
紀
を
」
を
メ

イ
ン
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
諸
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

議
事
終
了
後
、
池
田
重
雄
肱

川
町
公
民
館
長
よ
り
、
「
高
齢

者
と
公
民
館
活
動
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
講
演
が
あ
り
、
当
町

の
役
場
、
公
民
館
、
保
健
セ
ン

タ
ー
の
施
設
改
善
計
画
の
概
要

説
明
や
、
明
老
大
学
の
取
り
組

み
、
そ
し
て
、
高
齢
者
の
生
き

が
い
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内

容
で
講
話
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

今
後
と
も
郡
老
連
、
町
老
連

が
発
展
し
、
よ
り
一
層
活
動
が

広
が
り
ま
す
よ
う
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

一
郎
店

齢

者

と

公

民

館

活

勁

に

つ

い

て

ぶ

芯

師

皿

川

町

公

盆

和

池

m

悶
序
1

講
師
の
池
田
公
民
館
長

13 I社協だより



土地台帳の内容
〇土地の図面（山林、田、畑、宅地）一筆毎及び全

体図

0山林の現況帳簿及びグラフ（森林簿データ等を加工）

〇空中写真

〇価格ー 25, 

森
林
組
合
だ
よ
り

あ
な
た
は
持
山
の
場
所
が
分
か
り
ま
す
か
。

あ
な
た
は
後
継
者
に
境
界
を
教
え
て
い
ま
す
か
。

あ
な
た
が
突
然
病
に
倒
れ
森
林
の
現
地
に
行
け
な
く
な
っ
た
場

合
、
後
継
者
が
い
て
も
境
界
等
を
覚
え
て
い
な
い
と
し
た
ら
一
体
ど

う
さ
れ
ま
す
か
。

森
林
組
合
で
は
、
森
林

G
I
S
（
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
）
を
活
用

し
、
土
地
台
帳
を
作
成
し
販
売
し
て
い
ま
す
。
大
切
な
あ
な
た
の
財

産
を
一
冊
の
土
地
台
帳
に
ま
と
め
、
後
継
者
に
引
き
継
ぎ
ま
し
ょ
う
。

0 0 0円から

愛媛県では、他産業に従事している森林所有者や退職後森林経営に取り組もうとし

ている方々の森林の管理、経営への関心を高め、意欲的な森林経営者を育成するため、

森林・林業全般にわたる知識や多様な森林経営技術等を学ぶ森林経営セミナーを開講

します。

森林・林業を取り巻く最新情報や所有している森林の活用方法等について実技、現

地研修を通じて学んでみませんか。

等： 第 1回 8月27日～28日 開講式、講義、製材品等の流通調査

第 2回 9月13日～14日講義

第 3回 10月4日～ 5日実習

第 4回 11月12日～13日 優良林業地視察研修（県外）

第 5回 12月13日～14日 篤林家による講義、閉講式

（日程は、天候等の都合により変更することがあります。）

所： 愛媛県林業試験場ほか

象： ①森林所有者の方（その子弟を含む）

②森林の管理、経営に関心のある方

③上記①又は②に該当する方で 5回のセミナーに継続して出席できる方

〇定 員： 県下全体で15名

0受 講料： 無料（但し、通勤経費、食費は受講者の負担となります。）

0お問合せ先： セミナーの詳しい内容及び申込方法については、八幡浜地方局 ・大洲

出張所林業課までお問合せ下さい。（匹 0893-24-4131)

0期 間

〇場

〇対
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森林情報システム
肱川町全図

肱
川
森
林
G
I
S
と
は

肱
川
の
森
林
管
理
を
目
的
と
し
て
、

図
面
デ
ー
タ
（
国
調
図
面
、
空
中
写

真
等
）
と
、
森
林
情
報
デ
ー
タ
（
森

林
簿
等
）
を
パ
ソ
コ
ン
内
に
入
力

し
、
一
元
的
に
管
理
し
、

森
林
の
知
り

た
い
情
報
を
パ
ソ
コ

ン
画
面
上
で
検
索
し
て
容
易

に
表
示
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

例
え
ば
、
所
有
山
林
の
位
置
、
面
積
、
樹

種
な
ど
の
情
報
に
つ
い
て
組
合
員
か
ら
問
合
せ
を
受

け
た
と
き
、
こ
れ
ま
で
は
、
図
面
を
広
げ
た
り
、
台
帳
を
め
く
っ
た
り
し
て

調
べ
る
の
に
時
間
が
か
か
っ
て
い
た
こ
と
が
、
パ
ソ
コ
ン
上
で
簡
単
に
素
早

く
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

S=l : 75000 

こ
れ
は
、
大
谷
・
西
地
区

の
十
一
年
生
以
上
の
杉
桧

の
林
分
を
着
色
表
示
し
た

も
の
で
す
。

大谷・西地区除間伐対象林分

15 I森林組合だより



町内バレーボール、 レクリエ十シヨンバレーボール大会闘催

男子バレー優勝「予子林ビックダバーズ」

六
月
十
七
日
、

E
B
J
内
バ
レ
ー
ボ
—
ル
大
会
並
び
に

レ
ク
リ
エ
—
シ
ョ
ン
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
、
町
内

の
各
地
区
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
チ
ー
ム

は
、
男
子
バ
レ
ー
十
五
チ
ー
ム
、
女
子
バ
レ
ー
七
チ

ー
ム
、
レ
ク
バ
レ
ー
九
チ
ー
ム
の
合
計
三
十
一
チ
ー

ム
。
各
会
場
と
も
に
、
実
力
伯
仲
で
熱
戦
が
繰
リ
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。
試
合
の
結
果
は
次
の
と
お
リ
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（
男
子
の
部
）

優
勝
予
子
林
ビ
ッ
ク
ダ
バ
ー
ズ

準
優
勝
予
子
林
セ
ン
ト
ラ
ル

第

3
位
予
子
林
ア
ダ
ル
ツ

編集 • 発行

肱川町公民館

ff (0893) 34 -2307 

女子バレー優勝「上鹿野川」

レクリエーションバレー優勝「中野」

積極的に手話を学習する中学生

久保田町長から激励を受ける選手たち（開会式）

楽
し
い
手
話

肱
川
中
学
校

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

中

野

大
谷

A

予
子
林
ビ
ー
デ
ィ

ー
レ
デ
ィ
ー
ス

優

勝
準
優
勝

第

3
位

（
女
子
の
部
）

優

勝

上

鹿

野

川

準

優

勝

中

央

第

3
位

正

山

A

一

年

中

宮

隆

志

六
月
二
十
日
公
民
館
主
催
の
手
話
教
室
が
始
ま
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
交
流
会
を
含
め
て
五
回
の
日
程
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

う

つ

の
み
や
き
み
え

初
め
て
参
加
し
た
中
学
生
た
ち
は
、
手
話
通
訳
の
宇
都
宮
君
栄

さ
ん
（
大
洲
市
）
と
す
ぐ
に
仲
良
く
な
り
ま
し
た
。
「
聞
こ
え

な
い
と
困
る
こ
と
」
「
耳
の
不
自
由
な
人
た
ち
に
ど
う
接
し
た

ら
い
い
の
か
な
」
等
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
話
し
合
っ
た
り
、

い
ろ
い
ろ
な
単
語
を
覚
え
た
り
、
使
っ
た
り
し
て
、
耳
の
不
自

由
な
人
の
立
場
に
つ
い
て
学
習
し
て
い
ま
す
。

最
初
は
、
手
話
教
室
と
は
ど
ん
な
も
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
行
っ
て
み
る
と
、
な
か
な
か
お
も
し
ろ
か

っ
た
し
、
次
の
日
か
ら
手
話
教
室
に
行
っ
た
友
達
と
手
話
で
話

せ
る
と
思
う
と
、
な
ん
だ
か
う
き
う
き
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ

に
手
話
教
室
と
い
う
と
学
校
み
た
い
に
、
「
手
話
を
二
時
間
び

っ
ち
り
や
る
の
か
な
ー
。
」
と
思
っ
て
い
た
ら
、
み
ん
な
で
笑

っ
て
楽
し
く
で
き
ま
し
た
。

お
か
げ
で
、
次
の
手
話
教
室
が
楽
し
み
で
す
。

り

ー

!

ー
_

J+
w"
 

賀

最
後
に
は
、
ろ
う
あ
者
と

叫
A

• 

の
交
流
会
「
魚
つ
り
と
バ

ベ
キ
ュ
ー
」
が
あ
る
の
で
楽

し
み
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
楽
し
み
に

し
て
手
話
教
室
に
参
加
し
た

い
で
す
。

第
三
回
手
話
教
室
開
催

手
話
は
”見
る
こ
と
ば
“

2001. 7 116 



「
約
束
」
と
い
う
自
伝
的
小

肱
川
町
岩
谷
地
区
出
身
で
現

在
神
戸
市
在
中
の
山
本
福
敏
さ

ん
の
著
書
「
約
束
」
が
、
全
国

発
売
さ
れ
ま
す
。
詩
人
の
新
川

和
江
先
生
か
ら
山
本
さ
ん
へ
次

の
よ
う
な
便
り
が
届
き
ま
し
た
。

何
よ
リ
も
、
誰
よ
リ
も
、
我

が
故
郷
の
人
た
ち
に
読
ん
で
頂

き
た
く
て
：
．o

お
問
合
せ
先

6
3
4
|
4
6
3
3
 

肱
川
町
大
字
山
鳥
坂山

本

的愛
媛
県
で
は
、
育
児
に

つ
い
て
の
不
安
や
悩
み
を

も
つ
親
の
た
め
に
、
専
門

の
相
談
員
を
派
遣
し
、
そ

の
解
消
を
図
り
健
全
な
愛

媛
の
子
を
育
成
す
る
。

と

き平
成
十
三
年
八
月
一
日
困

と
こ
ろ

肱
川
町
公
民
館

日

程午
前

午
後

-7
月
新
刊
紹
介

一

約

束

セ
ピ
ア
色
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア

．

山

本

福

敏

著

四
六
判

定
価
一
，
四

0
0
円
＋
税

十
時
ー
十
二
時

十
三
時
ー
十
五
時

目

＇ 
章

和
江

人
間
と
し
て
最
も
輝
い
て
い

る
子
ど
も
の
つ
ぶ
や
き
に
、

も
っ
と
も
っ
と
耳
を
傾
け
て

み
ま
せ
ん
か
？

．

応
募
資
格

就
学
前
の
子
ど
も
を
も
つ
親

募
集
人
数

十
名
程
度

相
談
料
・
託
児
料

無
料
。
同
伴
し
た
乳
幼
児

に
つ
い
て
は
あ
ず
か
り
保

育
を
い
た
し
ま
す
。

申
込
み
方
法

希
望
さ
れ
る
方
は
、
七
月

二
十
五
日
ま
で
に
肱
川
町
公

民
館
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

6
3
4
|
2
3
0
7
 

（
担
当
宮
田
）

説
、
拝
見
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

病
床
の
お
父
様
が
膝
の
上

に
”
僕
“
を
の
せ
て
、
男
と
男
の

約
束
だ
か
ら
、
と
言
い
聞
か
せ
る

く
だ
リ
に
、
昔
の
父
親
は
な
ん
と

偉
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
、
大
感
動

を
い
た
し
ま
し
た
。
あ
の
頃
は
、

大
人
も
子
供
も
、
人
蘭
と
し
て
の

立
派
さ
を
具
え
て
い
ま
し
た
ね
。

生
き
て
い
く
上
で
味
わ
わ
ね
ば

な
ら
ぬ
”
切
な
さ
“
と
い
う
も
の

が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
心
を
美
し

く
研
ぎ
上
げ
て
く
れ
た
。
そ
の

ょ
う
に
思
い
ま
す
。

新
川

贔`
畠冒璽，＇

肱
川
町
花
い
っ
ぱ
い
運
動

が
今
年
も
始
ま
り
ま
し
た
。

今
年
度
肱
川
町
公
民
館
に
参

加
申
込
み
が
あ
っ
た
団
体
は

十
七
団
体
。
ど
の
団
体
も
大

変
意
欲
的
で
、
年
間
を
通
し

て
花
の
苗
の
移
植
や
除
草
作

業
等
を
計
画
的
に
行
っ
て
い

ま
す
。
生
活
に
潤
い
を
、
地

域
の
活
性
化
の
ひ
と
つ
と
し

て
花
い
っ
ぱ
い
運
動
は
続
い

て
い
る
よ
う
で
す
。

肱
川
町
人
権
集
会
実
行
委

員
会
で
は
、
今
年
も
十
一
月

六
日
に
開
催
さ
れ
る
「
熱
き

風

心

を

開

く

人

権

集

会

」

の
準
備
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
町
民
の
み
な
さ
ん

か
ら
人
権
標
語
を
募
集
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
テ
ー

マ
は
、
人
間
尊
重
、
生
命
尊

重
、
甚
本
的
権
利
、
差
別
解

消
等
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

応
募
用
紙

自
由
（
一
人
何
点
で
も
可
）

応
募
方
法

持
参
ま
た
は

F
A
X

し
め
き
り

平
成
十
三
年
九
月
十
日

応
募
先

肱
川
町
公
民
館

F
A
X
3
4
|
2
7
8
7
 

お
問
い
合
わ
せ

6
3
4
|
2
3
0
7
 

人
権
標
語
の
券
集
に
つ
い
て

花づくりは大変だけど楽しくやっています

（大谷福祉クラブ）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.......................................................................................................................................................................... .. 

なな庭るな親 まるさ優あ禰学にた長し高といしをりた中き
い問の優つの近す母がしり

題 校遅゜
で題姿して虐 頃 親゚‘さま へれー小我生うをな見し長入し

いい校い寝く発ま゜にな、 I§鬱ファインダー I
しはがさい待‘ の後とす

で
も行る早 学 が の も す り し た 男 り の

よ少あとまな犯 退者女 °ぁっでく生家投のるまま゜は添で先す長投十が lら曜
うなれ懸すと、罪 しは性前 ししの‘書でとしし新‘い‘日の男書代あにお 版 以
かくば命 ヵ゚‘の さ‘と者

るて
まし-

ょな弟 母 ー す 喜 - た し 飛 寝 長 も が は で 前 り 次 う一飢
゜な‘に子社 低 が生しは っさ t―は朝 ゜

た
- ん o がいびし男な大‘ー半まの 一 ぃ

るそ 生 供 会 感活て、いな 。い叫卜の次だ＾‘起起ての力‘変毎高のし様のわ新
ののき

年
に問弘 ‘‘ ー

し ヰ
困h

ししの母...__,さ残 ん゚イ慌はの目少こきみ布なで朝校女たなコせ聞
でよる対題化 ら対切親-いり学でレた女にはししてま団かす起生性 投゚ lての
はう家すと、 れすなので二は校いのだ子こ添寂方怒しの起 。このの四書ナも日
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体
戦

肱
川
1
|
2
内
子

人
戦勝

優
勝

上
田

・
北
川
ペ
ア

片
山

・
山
下
ペ
ア

個
人
戦

優

勝
準
優
勝

第
三
位

第
三
位

宮
脇

・
上
田
。ヘ
ア

中
塚

・
堀
川
ペ
ア

谷
本

・
ニ
宮
ペ
ア

高
田

・
冨
永
ペ
ア

団
体
戦

肱
川
3
|
0
内
子

肱
川
2
|
0
長
浜

予
選
リ
ー
グ肱

川
0
|
2
大
瀬

肱
川
0
|
2五
十
崎

二
回
戦

肱
月
9
_
1
長
浜

決

勝

肱
川
1
0
|
0五
十
崎

5
0
m
自

由

浅

井

大
森

二

位一
年
女
子
1
5
0
0
m

二

位走
リ
幅
跳
び

二

位砲

丸

投

げ

二

位走
リ
高
跳
び

二

位女
子
三
種
A

県
総
体
へ
は
、
野
球
、
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
女
子

（団
体

・

個
人）、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男

子

（個
人
）、

陸
上

（東
）

が
出
場
し
ま
す
。

松
岡

出
水

清
家

東

陸

上女
子
総
合
準
優
勝

喜
多
郡
中
学
校
総
合
体
育
大
会
開
催

肱
川
中
学
校
が
優
秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た

（球
技
六
月
七

・
八
日
内
子
町

・
陸
上
・
水
泳
六
月
十
四
日
長
浜
町
）

第
三
位

宮
屈

•

田
中
ペ
ア

大
谷
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

キ
ン
ボ
ー
ル
講
習
会

六
月
二
十
二
日
①
、
大
谷

小
学
校
で
大
谷
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
を
対
象
に
し
た
キ
ン
ボ

ー
ル
講
習
会
を
実
施
し
ま
し

た。
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
愛

媛
県
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団

か
ら
講
師
を
招
い
て

の
実
施

で
し
た
が
、
二
回
目
と

い
う

こ
と
も
あ
り
、
ボ
ー
ル
の
扱

い
に
も
す
ぐ
に
慣
れ
、
直
径

一
メ

ー
ト
ル
ニ
十
セ
ン
チ
も

あ
る
大
き
な
キ
ン
ボ
ー

ル
を

夢
中
に
な
っ
て
追
い
か
け
て

い
ま
し
た
。

み
ん
な
の
幸
せ
を
願
っ

昨
年
の
人
権
参
観
日
に
寄
せ

ら
れ
た
所
感
文
の
中
か
ら
、
心

に
留
ま
っ
た
言
葉
を
集
め
て
み

ま
し
た
。
そ
の
ま
ま
埋
も
れ
さ

せ
る
に
は
忍
び
な
い
思
い
で
、

そ
の
一
墜
を
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

●
人
権
と
い
う
の
は
、
わ
か
っ

て
い
る
よ
う
で
、
そ
こ
の
深
い

難
し
い
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

で
も、

子
ど
も
に
無
理
や
り
わ

か
ら
す
ん
じ
ゃ
な
く
、
親
で
あ

る
私
達
が
し
っ
か
り
と
そ
の
大

切
さ
を
わ
か
り
、
守
っ
て
い
く

態
度
が
あ
れ
ば
、
子
ど
も
は
そ

れ
を
学
ん
で
い
っ
て
く
れ
る
と

思
い
ま
す
。

●
子
ど
も
の
価
値
と
親
の
価
値

の
違
い
が
多
く
あ
る
の
を
授
業

を
見
て
わ
か
り
ま
し
た
。
私
達

も
も
っ
と
素
直
な
心
で
世
の
中

を
見
つ
め
て
い
き
た
い
。

●
低
学
年
の
子
ど
も
に
は
、
仲

間
は
ず
れ
を
つ
く
ら
な
い
、
み

ん
な
仲
良
く
が
基
本
だ
と
思
い

ま
す
。

●
相
手
に
対
す
る
愛
、
辛
抱
強

さ
…
そ
れ
を
習
慣
に
し
て
い
る

な
ら
、
喜
び
の
う
ち
に
心
の
山

に
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
が
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

親
御
さ
ん
た
ち
の
人
権
語
録

正
山
小
教
頭

久

保

浩

●
会
話
す
る
こ
と
で
子
ど
も
の

気
持
ち
も
わ
か
る
し
、
い
い
ア

ド
バ
イ
ス
も
し
て
や
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
会
話
は
必
要
だ

な
あ
…。

●
素
直
に
「
あ
り
が
と
う
」

「
ご
め
ん
な
さ
い
」
等
が
言
え

る
子
ど
も
に
育
て
た
い
。

●
本
当
に
強
い
人
と
い
う
の
は

心
に
表
れ
る
。
心
の
美
し
い
人

が
強
い
人
だ
と
思
い
ま
す
。
親

が
よ
い
模
範
を
示
し
、
子
ど
も

た
ち
に
内
面
を
磨
い
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

●
価
値
観
が
同
じ
人
な
ど
＿
人

も
い
な
い
と
思
っ
。
い
ろ
ん
な

色
の
花
が
好
き
な
人
た
ち
と
時

に
は
ぶ
つ
か
り
合
い
な
が
ら
も

お
も
し
ろ
お
か
し
く
人
生
を
送

り
た
い
。

●
勉
強
し
て
い
る
と
き
は
だ
れ

と
も
仲
良
く
し
な
く
て
は
、
と

か
思
っ
て
い
た
み
た
い
だ
け

ど
、
実
生
活
に
戻
る
と
、
ま
だ

相
手
の
立
場
に
な
っ
て
思
い
や

る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が

多
々
あ
る
。
少
し
ず
つ
直
し
て

い
く
よ
う
努
力
し
た
い
。

●
大
人
の
社
会
と
子
ど
も
の
社

会
と
別
々
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
考
え
方
を
変
え
れ
ば
、
大

人
の
考
え
を
子
ど
も
が
そ
の
ま

ま
受
け
継
い
で
い
る
よ
う
で
な

り
ま
せ
ん
。

て
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6
月
24
日
（
、
肱
川
町
卜

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
、

喜
多
郡
連
合
青
年
団
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。今

年
は
、
出
場
チ
ー
ム
が

3
チ
ー
ム
と
い
う
、
少
し
さ

み
し
い
大
会
に
な
り
ま
し

た。
肱
川
町
は
、
惜
し
く
も
長

浜
町
に
敗
れ
て
し
ま
い
準
優

勝
と
い
う
結
果
に
終
わ
り
ま

し
た
。
で
も
ど
の
試
合
も
見

ご
た
え
の
あ
る
試
合
で
し
た
。

バ
レ
ー
大
会
に
参
加
し
て

く
だ
さ
っ
た
み
な
さ
ん
、
大

変
ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た
。

KA 
風をおこして～

:'cjこ亨瓢む ここ ＇` 心‘[〉今-斎 -0 ここ

賃 ーバレーボール大会緒果報告一

＊日時 平成13年6月24日
＊場所 肱川町トレーニングセンター
唸出場チーム

長浜五十崎肱川

長浜 2-0五十崎
肱川 2-0五十崎
肱川 0-2長浜

旦臼釦 望丘釦算二瓜立如 望¥[?'ー：

青
年
団
有
志
の
皆
様
、

24

日
は
お
疲
れ
様
で
し
た
。

長
浜
町
青
年
団
に
好
き
な

ょ
う
に
打
ち
込
ま
れ
る
試
合

に
少
々
う
ん
ざ
リ
し
ま
し
た

が
、
見
事

2
位

{
3
チ
ー
ム

中

（汗
）
｝
に
輝
き
、
一
矢

報
い
た
か
な
？
っ
て
感
じ
で

す
。
し
か
し
、
そ
ん
な
事
で

満
足
し
て
い
て
は
ダ
メ
ダ
メ

で
す
。
来
年
は
勝
ち
に
い
く

試
合
を
し
よ
う
ぜ
っ
！

友
樹

6
月
24
日

□に
祀
青
年
団

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
あ
リ

ま
し
た
。
肱
川
町
は
、
前
年

に
続
き
惜
し
く
も
第

2
位
で

し
た
。
今
回
は
参
加
し
た
チ

ー
ム
が

3
チ
ー
ム
と
少
な
め

で
し
た
が
、
と
て
も
白
熱
し

た
、
お
も
し
ろ
い
ゲ
ー
ム
が

で
き
ま
し
た
。
来
年
こ
そ
は
、

1
位
を
目
指
し
碩
張
リ
た
い

と

思

い

ま

す

。

修

二

今
年
も

6
月
24
日
に
喜
多

祀
青
年
団
バ
レ
—
ボ
ー
ル
大

会
が
あ
リ
ま
し
た
。
結
果
は

惜
し
く
も

2
位
、
喜
多
祀
の

中
で

2
位
や
っ
た
ら
上
等
で

し
ょ
う
。

で
も
、
金
曜
日
の
腐
練
習

の
成
果
⑰
が
出
せ
な
か
っ
た

の
で
、
残
念
で
す
。

と
も
か
く
、
み
な
さ
ん
暑

い
中
お
疲
れ
様
で
し
た

S
。

智
治

ぼ

化

6

但

来
る

7
月
21
日
は
に
、
青
年

団
で
肱
川
町
農
業
者
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
と
グ
ラ
ン
ド
の

大
掃
除
を
し
ま
す
。

一
年
周
お

世
話
に
な
っ
た
の
で
ピ
カ
ピ
カ

に
し
よ
う
と
、
み
ん
な
で
計
画

中
で
す
。

日

時

平

成

13年
7
月
21
日

8
時
か
ら

内
容
外
観
清
掃
、
草
刈
リ

コ
ミ
・
缶
拾
い

床
拭
き
、
窓
拭
き

各
圏
屋
、
玄
関
清
掃

落
葉
集
め
、
等
々

暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
青

年
団
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

編
集
あ
と
ば
な
し

さ
て
、
今
回
の

A
S
u
k

A
は
ど
う
だ
っ
た
で
し
ょ
う

か
。
青
年
団
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
の
特
集
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
団
員
の
活
躍

が
よ
く
わ
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
前
々
日
に
練
習
も
行
い

ま
し
た
が
、
惜
し
く
も

2
位

と
い
う
事
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に

め
げ
ず
青
年
団
役
員
一
同
ま

す
ま
す
が
ん
ば
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
次
号
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
の
特
集
で
す
。
お
た
の
し

み
に
）
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幼
稚
園
児
の
川
あ
そ
び

六
月
十
五
日
、
町
内
の
幼

稚
園
児
三
十
一
人
が
鹿
野
川

河
原
で
川
あ
そ
び
を
し
ま
し

た
。
た
ら
い
の
舟
に
乗
っ
た

リ
、
砂
だ
ん
ご
を
作
っ
た
リ

し
て
梅
雨
の
隅
間
の
一
日
を

楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

(,) 

戸 ＼？否ーア／
信:・ ← • ‘ ` 三；•A\

-ヽ- :.::~””“”“じ

き
ち
の
琶
詞

l

tp学
生
と
給
食
を
共
に

六
月
十
八
日
、
町
理
事
者

と
敦
育
委
邑
が
給
食
セ
ン
タ

ー
を
視
察
し
た
後
、
肱
川
中

学
生
と
給
食
を
共
に
し
な
が

ら
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

中
学
生
に
は
パ
ン
よ
リ
も

ご
は
ん
が
好
騨
で
、
こ
の
日

も
元
気
の
い
い
生
徒
は
お
か

わ
リ
を
重
ね
て
い
ま
し
た
。

一
晶
認
翻
翻
」
一

六
月
二
十
穴
日
‘
肱
川
町

内
の
小
学
四
年
生
の
児
童
二

十
二
人
が
大
洲
消
防
署
川
上

支
署
と
高
砂
珂
原
で
、
消
防

体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
「
せ
い
か
つ
」
の

授
業
に
合
わ
せ
て
行
っ
て
い

る
も
の
で
「
消
防
署
の
し
く

み
、
火
災
の
予
防
、
救
急
や
救

助
」
な
ど
の
項
目
を
質
疑
応

答
形
式
で
学
習
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
消
防
萎
具
の
取
扱

い
や
消
防
車
両
の
試
乗
、
放
水

な
ど
を
肌
で
体
験
し
ま
し
た
。

ニ
特
雪
二
十
分
と
い
う
短

い
時
周
で
は
あ
リ
ま
し
た
が
、

失
災
の
恐
さ
や
火
災
予
防
の

大
切
さ
ま

た
消
防
署

g

の
仕
事
に

つ
い
て
の

理
解
が
得

ら
れ
た
も

の
と
思
い

ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
出
来
事
、
身
近
な
情
報
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

役
場
新
し
い
町
創
造
課

6
3
4
~

3
1
1

消
防
団
夏
期
訓
練

，
rー

9

七
月
一
日
、
町
民
グ
ラ
ン

ド
で
肱
川
町
消
防
団
夏
期
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加

し
た
の
は
、
第
一
分
団
か
ら

第
五
分
団
班
長
以
上
の
幹
剖

団
昌
四
十
人
と
新
入
団
員
一

八
人
。訓

練
の
内
容
は
、
各
固
訓

鰊
や
小
隊
訓
緑
等
で
、
新
入

団
員
は
川
上
支
署
職
畏
か
ら

指
導
を
受
け
な
が
ら
、
真
剣

な
表
情
で
訓
練
に
取
リ
組
ん

で
い
ま
し
た
。
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．
 

．
 
．
 

．
 
．
 

．
 
．
 

．
 
．
 
．
 
．
 

~

「
痛
み
に
耐
え
て
よ
く
頑
張
っ

．
 

~
た

、

惑
動
し
た

。

」
大
相
撲
夏
場

．
 

~
所
千
秋
楽
で
小
泉

首
相
が
横
綱

~
貴
乃
花
に
贈
っ
た
賛
辞
を
そ
の

．
 

"
ま
ま
こ
の
け
な
げ
な
小
動
物
に

．
 

・
伝
え
て
や
り
た
い
思
い
に
か
ら

．
 

．
 
．
 

"
れ
ま
し
た
。
ム
サ
サ
ビ
の
ム
ー

．
 

~
ち
ゃ
ん
は
毎
晩
九
時
頃
山
へ
帰

．
 

"
り
、
翌
朝
四
時
頃
沖
浦
さ
ん
の

．
 

~
布
団
の
中
へ
戻
っ
て
く
る
そ
う

．
 

"
で
す
。
沖
浦
さ
ん
に
と
っ
て
は

．
 

~
子
供
を
夜
学
へ
通
わ
せ
て
い
る

．
 

"
よ
う
な
気
持
ち
と
か
。
「
ど
う
や

．
 

~
ら
雄
の
よ
う
な
の
で
山
か
ら
お

＂
嫁
さ
ん
を
連
れ
て
帰
っ
て
く
れ

．
 

~
れ
ば
」
と
い
う
沖
浦
さ
ん
の
願

．
 

＂
い
が
早
く
か
な
い

、
助
け
ら
れ

・

い

の

ち

~
た
小
さ
な
生
命
が
次
の
世
代
に

~
受
け
継
が
れ
つ
な
が
っ
て
い
け

．
 

"
ば
い
い
な
あ
と
思
い
な
が
ら
中

．
 

~
居
谷
を
後
に
し
ま
し
た

。
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